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常
勤
の
も
の
の
報
酬
お
よ
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
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四
十
六
年
度
予
算

総
額
十
七
億
一
千
八
百
万
円
可
決

下
水
道
事
業
調
査
費
を
計
上

3月定例市議会自・・・取得税受付金
25，000(1，"，) 

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
お
よ
び
旅
費
の
改

訂
を
行
な
う
。
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円
特

別

委

員

会

議
長
に
石
田
氏
、

副
議
長
に
広
瀬
氏
が
当
選

口巧

2月臨時市議会

石

田

議

長

5 野

二
月
臨
時
会
は
、
市
会
議
員
選
挙
後
初
の
新
選
良
の
一

も
と
で
二
月
三
十
七
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
中
最
一

年
長
者
の
帰
山
静
氏
を
仮
議
長
に
決
め
、
会
期
を

一
日
一

限
り
と
し
て
議
長
の
選
挙
に
は
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
一

果
、
議
長
に
は
石
田
善
徳
氏
が
当
選
い
た
し
ま
し
た
。
一

次
に
石
田
新
議
長
の
も
と
で
、
副
議
長
の
選
挙
を
行
な

一

い
広
瀬
巳
佐
雄
氏
が
当
選
、
勝
山
市
・
大
野
市
隔
離
病
一

舎
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
で
は
広
瀬
巳
佐
雄
氏
、
加
藤
一
一

正
晴
氏
、
杉
本
夏
男
氏
が
当
選
、
次
に
議
席
、
常
任
委
一

広
瀬
副
議
長

委
員
会
委
員
、
持
別
委
員
会
の
設
置
を
決
め
ま
し
た
。
一

ま
た
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
承
認
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
一

て
は
同
意
い
た

L
ま

し

た

。

一

各
議
員
の
所
属
委
員
会
、
監
査
委
員
は
次
一
令
議
会
運
営
特
別
委
員
会
一

の

と

お

り

で

す

。

一

O
帰
山
静
、

O
角

本

守

、
宮

本

弘

一

。
委
員
長
、

O
副
委
員
長

一
羽
生
長
、
北
山
作
右
ヱ
門
、
山
岸
充
、
一

一
木
下
正
一
、
山
本
武
、

一

円
常

任

委

員

会

…

一

一
令

財

政

対

策

特

別

委

員

会

一

令

総

務

委

員

会

一

一

一
O
山

本

武

、
O
笹
鳥
真

一
、
高
津
靖
生
、一

O
塗

茂

光

夫
、
O
-高
津

靖

生

、

一

一

一
山
本
忠
次
郎
、
木
下
正
一
、
林
保
倍
、

一

安
岡
武
雄
、
羽
生

長

、
角
本
守
、
林

一

一

一
推
井
清
生
、
斉
藤
秀
維
、
石
田
善
徳
、

一

途

也

、

石

田

善

徳

一

一

一
令

真

名

川

ダ

ム

特

別

委

員

会

一

令
産
業
経
済
委
員
会

-

一

一
O
杉

川

栄

、

η
羽
乍
長
、
杉
木
夏
男
、一

O
山
本
忠
治
郎
、
O
茨
山
善
三
、

作

一

一

一
平
間
源
治
、
加
藤
正
晴
、
米
村
普
六
、
興
一

米
村
喜
六
、
奥
村
忠
光
、
山
岸

充

、

一

一

一
村
忠
光
、
山
岸
充
、
林
達
也
、

一

令
建
設
委
員
会

一

一

一
令

公

害

対

策

特

別

委

員

会

一

。
木
下
正

一
、
(
一平
間
源
治
、
宮
本
弘
、
・

一

一
。
宮
本
弘
、

ハ
，安
田
武
雄
、
茨
山
善
三
、
一

北

山

作

右

ヱ

門

、

帰

山

静

、

山

本

武

、

一

一

一
北
山
作
右
ヱ
門
、

帰
山
静
、
角
本
守
、
一

φ
教

育

民

生

委

員

会

一

塗

茂
光
夫
、
広
瀬
巳
佐
雄
、

一

O
加
藤
正
晴
、

ウ
杉
本
夏
男
、
笹
島
真
一
、

一

一

一
口

監

査

委

員

一

杉
川
栄
、
広
瀬
巳
佐
雄
、
推
井
清

男

、

斉

-

一奥
村
忠
光
委
員
の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
一
一

蝶

秀

雄

、

一

-

一
山
岸
充
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ペー《ー

らli大1. 昭和 46.5. 

(一

面
よ
り
続
く
)

引
き
上
げ
る
。

一
緒
収
入
五
百
六
十
五
万
五
千
円
減

一
市
債

二
千
八
百
三
十
万
円

一

マ

大

野

市

立

学

校

設

置

条

例

の

一
繰
入
金

三
千
十
八
万
六
千
円
減

一

部

を

改

正

す

る

条

例

…

(

歳

出

)

児
童
数
の
減
少
に
よ
り
分
校
を
廃
止
し
、
一

総
務
費

五
千
八
十

一
万

一
千
円

本
校
に

統

合

す

る

。

一

王
業
高
校
施

設

整

備

負

担

五
十
万
円

保
険
税
第
一
期
分
の
暫
定
納
期
会
本
算
定

一

一民
生
貸

一
百
九
万
円
減

一
マ
大

野

市

営

葬

斎

場

設

置

及

び

納
期
に
改
め
る
。

一

一
衛
生
費

三
百
九
十
コ
一万
三
千
円

管

理

条

例

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
二
台
購
入

三
百
万
円

マ

市

有

地

の

取

得

に

つ

い

て

…
市
常
務
斎
場
の
建
設
に
伴
い
、
こ
の
施
設
…

労
働
貴

一
百
八
万
円

開
成
中
山-下
校
の
建
設
予
定
地
と
し
て
購
入

一

の

管
理
運
営
の
万
全
を
期
す
る
た
め
。

一

労
働
福
祉
会
館
建
設
補
助

す
る
。

一

一

一
百
万
円
な
ど

一

マ

大

野

市

道

路

線

の

認

定

並

び

、

一

農

林

業

費

一

千
三
百
三
十
六
万
五
千
円

マ
大

野

市

道

路

占

用

料

徴

収

条

…

に

変

更

に

っ

し

て

一

い
ち
ご
冷
蔵
加
工
施
設
補
助

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

一

、
…

交
通
量
の
噌
大
、
減

少

に

よ

り

道

路

の

認

-

八

百

五

十
七
万
九
千
円
な
ど

県
下
の
道
路
占
用
料
徴
収
額
と
の
均
衡
上

一

定
、
変
更
す
る

。

一

商
工
費

三
百
三
万
九
千
円

改
訂
を
行
な
う
。

-

一
勤
労
青
少
年
福
祉
セ
ン
タ
ー
補
助

一
[
V
M
W
年

度

大

野

市

一

般

会

計

補

一

一
百
万
円
な
ど

マ
大

野

市

営

住

宅

管

理

条

例

の

一

正

予

算

一一
土

木

費

九

百
四
十
三
万
六
千
円

一

部

を

改

正

す

る

条

例

今
回
の
補
正
額
は
九
千

一
百
十
九
万

一
千

一

県

工
事
負
担
金

公
常
住
宅
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る

一

円
で
、
そ
の
中
に
は
新
校
地
買
収
費
二
千

一

七

百

九

十
二
万
七
千
円
な
ど

政
令
の
公
布
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
一
八
百
七
十
九
万
七
千
円
、
県
工
事
負

m金
一

消
防
焚

六
十
二
万
九
千
円

を
行
な
う
。

一
七
百
九
十
二
万
七
千
円
、
構
造
改
善
事
業
一
融
雪
兼
用
消
火
栓
補
助
五
十
五
万
円
な
ど

補
助
二
百
三
十
万
九
千
円
が
含
ま
れ
て
お

-

教

育

費

二

千
八
百
八
十
四
万
三
千
円

マ
大

野

市

営

簡

易

水

道

供

給

条

一

り
、
総
額
十
五
億
四
千
四
十
三
万
六
千
円
…
新
作
地
買
収
費

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

一

と
な
り
ま
し
た

。

…

二
千
八
百
七
十
九
万
七
千
円
な
ど

五
条
方
地
尻
、
富
田
地
区
、
上
据
地
灰
筒

一

お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一

災
害
復
旧
貸

六
百
九
十
五
万
五
千
円
減

易

水

道

は

郎

落

管

均

に

す

る

。

一

一

“
災
工
事
費

(

歳

入

)

一

六

百
七
十
七
万
二
千
円
減
な
ど

マ
大

野

市

営

簡

易

水

道

使

用

料

一
市
税

七
百
四
十
五
万
四
千
円
一

公
債
費

一
千

一
百
九
十
万
円
減

金

等

特

別

条

例

の

一

部

を

改

一
自
動
車
取
得
税
交
付
金

四
十
五
万
六
千
円
一
繰
トし
償
還

三
百
十
万
円

正

す

る

条

例

一
地
方
交
付
税

七
千
五
百
九
万
六
千
円
一

一
時
借
入
金
利
子

一
千
五
百
万
円
減

蕨
生
地
区
簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、
維
持
一

交
通
安
全
対
策
交
付
金

一
万
七
千
円
減
一
一
行〉
何

年

度

大

野

市

特

別

会

計

国

管
理
方
法
を
市
直
常
に
改
め
る
。

一
分
担
金
及
負
担
金

八
十
一
万
八
千
円
減

一

民

健

康

保

険

事

業

補

正

予

算

マ
大

野

市

幼

稚

園

入

園

料

、

保

一
使
用
料
及
手
数
料

二
百
七
十
八
万
九
千
円
一

育

料

徴

収

条

例

の

一

部

を

改

一
国
庫
支
出
金

四
百
十
阿
万
四
千
円
減

一

八

百

三
十
九
万
九
千
円

正

す

る

条

例

県

支

出

金

一
千
四
百
四
十
四
万
三
千
円

一

療
養
給
付

夜

七

百

九

十

万

円

な

ど

一
財
産
収
入

二
百
八
十
七
万
四
千
円
…
マ

何

年

度

大

野

市

特

別

会

計

南

物
価
上
昇
等
の
た
め
入
閣
料
、
保
育
料
を

一
寄

付

金

五

十

九

万

九

千

円

一

部

土

地

区

画

整

理

事

業

補

正

免
措
置
を
講
じ
る
。

マ

大

野

市

国

民

健

康

保

険

税

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例



野

-ww一山政J1yhい
ん山
百
円
山
町
一

ν淀川
-vpぷ
抗
日一一

に
、
自
治
研
修
所
へ
入
所
さ
せ
ま
し
て
学
習
一

路
問
題
も
含
め
ま
し
た
総
合
的
な
農
村
の
開
一
想
を
示
せ

一
予

算

-
〈
可
J

ハJ
a仰
向
巷
バ
プ
い
、
.菌
剤
が小町一
-A一口

一
す
る
よ
う
重
点
的
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。
タ

一
発
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
一

問

統

合

中

学
校
設
計
委
託
料
三
百
五
十
七
…

回大ヴ片山ハ
山崎
甥
恥
:
漂
hnh円滑油…

JPγ
恥

一

一

繰
越
明
許
費

浴
日
刊
行
ふ
J
W
一11
0
・
)
ゾ
ダ
%
引

3
.
Gパ“一
刊に山
小・
M
Y

一
イ
ム
レ
コ

ー
ダ
の
件
は
、
採
用
す
る
考
え
は

一
す

。

一

万

円
が
今
回
の
予
算
に
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
一

市
会
議
員
選
挙
後
、
初
の
定
例
会
に
お
い
一
も
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
を

一

…
す
が
、
学
校
建
設
に
際
し
ま
し
で
は
、
文
部
一
マ

何

年

度

大

野

市

特

別

会

計

北

て
三
月
十
五
・
十
六
日
の
両
日
に
わ
た
り
代
一
採
用
し
て
、
職
員
の
出
勤
状
況
を
よ
く
し
て

一
?
・
上
水
道
問
題
に
つ
い
て

…
省
の
基
準
が
非
常
に
低
い
も
の
で
あ
り
ま
す

一

部

土

地

区

画

整

理

事

業

補

正

表
な
ら
び
に
一
般
質
問
が
活
発
に
行
な
わ
れ
、
一
い
く
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
三

間

緊

迫

し

て

い

る
農
業
事
情
か
ら
、

土
地

一
の
で
不
都
合
が
生
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

一

予

算

こ
れ
に
対
し
理
事
者
側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
一
こ
れ
以
上
に
職
員
の
自
主
性
を
育
て
上
げ
る

一
基
盤
整
備
事
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
関
係
上
、
一
す
。
よ
っ
て
今
回
こ
の
設
計
の
基
本
構
想
に
一

二
万
円
減

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
お
も
な
も
の
は
一
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

一
ま
す
ま
す
地
下
水
の
枯
渇
が
激
し
く
な

っ
て
一
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

次
の
と
お
り
で
す
。

一
り
ま
す
。

一
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
果
し
て
真
名
川
ダ
一

答

今
回
の
統
合
中
学
校
の
設
計
の
構
想
は
、一
マ

桁

年

度

大

野

市

特

別

会

計

公

一
ム
建
設
の
完
成
の
あ
か
つ
き
に
は
、
常
時
四

一
ご

指

矯

の

と

お

り

文

部

省

基

準

で

は

窮

屈

で

一

団

分

収

造

林

事

業

補

正

予

算

φ
・
・
士
山
職
員
に
対
す
る
指
導
は

一
+
・
・
村
部
の
道
路
鱗
装
と
計
画

一
・
五
ト
ン
の
水
が
真
名
川

へ
確
保
で
き
、
地

一
あ
り
ま
す
の
で
、
将
来
の
方
向
を
十
分
想
定
一

一
百
二
十
三
万

一
千
円
減

問
市
長
は
市
役
所
の
職
員
に
対
し
、
い
か
一
問
大
野
市
の
総
体
的
な
道
路
計
雨
か
ら
な

一
下
水
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
一
い
た
し
ま
し
て
、
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
た

一

に
指
導
を
し
、
い
か
に
教
育
を
さ
れ
て
お
h

ち
一
が
め
る
場
合
、
現
在
の
村
部
の
市
道
が
果
し

一
か
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
も
、
市
は

一
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
視
聴
覚

一
マ
大

野

市

立

学

校

設

置

条

例

の

れ
る
の
か
。
こ
の
指
導
教
育
を
さ
れ
る
時
一
て
将
来
に
わ
た

っ
て
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る

一
地
下
水
に
よ
る
上
水
道
を
計
画
さ
れ
て
お
る
一
教
室
、
そ
の
他
特
殊
学
級
の
雲
士
宮
ど
う
す

一

一

部

を

改

正

す

る

条

例

に
ど
の
よ
う
な
機
会
を
と
ら
え
で
行
な
っ
て

一
か
ど
う
か
は
、
疑
問
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
り
一
ょ
う
で
す
が
、

一
抹
の
不
安
が
残
る
も
の
で
一
る
か
。
ま
た
、
体
育
館
に
つ
き
ま
し
で
も

市
街
地
周
辺
の
中
学
校
の
規
模
の
適
正
化

お
ら
れ
る
の
か
。
又
、
市
長
の
考
え
方
と
し

一
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
道
路
網
の
改
善
が
、
上

一
あ
り
ま
す
。
こ
の
際
百
年
の
大
計
か
ら
推
し

一
文
部
省
基
準
で
は
な
く
、
社
会
体
育
で
共
有

一

。を
図
る
た
め
。

て
、
職
員
は
大
野
市
民
の
市
職
員
で
あ
る
の
一
地
基
盤
整
備
と
共
に
並
行
し
て
実
施
さ
れ
な

一
ま
し
て
、
川
水
に
よ
る
上
水
道
計
画
を
た
て
一

す
る
面
に
つ

い
て
も
十
分
考
え
て
設
計
を
進

一

j
j
ij
i
-
-〉
i
i
j
j
j〉

か
、
職
員
の
生
活
を
守
る
た
め
に
市
役
所
に
一
け
れ
ば
、
以
後
大
幅
な
道
路
網
の
改
良
は
極

一
る
方
が
賢
明
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
市

一
め
て
ま

い
り
た
い
と
い
ま
す
。
な
お
、
統
合
一
長
の
意
見
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

働
い
て
い
る
職
員
な
の
か
、
ど
ち
ら
に
ウ
エ
一
め
で
困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
道
路

一
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
お

一
中
学
校
建
設
に
伴
ぃ
、
ま
ず
寄
宿
舎
や
ス
ク
一
答
公
害
対
策
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
ご
指

イ
ト
を
置
か
れ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。
一
舗
装
と
道
路
計
画
を
ど
の
よ
う
に
基
盤
整
備
一
聞
き
い
た
し
ま
す
。

一
l
ル
パ
ス
等
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
六
キ

一
摘
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
今
の
段
階

私
共
は
、
市
職
員
の
苦
労
を
よ
く
理
解
し
て
一
と
調
整
し
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
具
体
的
に

一
答

こ

の
件
に
つ
き
ま
し
で
は
、
従
来
か
ら

一
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置

一
で
、
よ
う
や
く
国
で
公
害
関
係
重
要
法
案
が

い
る
つ
も
り
で
す
が
、
ま
だ
市
民
の
中
に
は
了
お
答
え
願
い
た
い
。

一
論
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
い
つ
ど
の
よ
う

一
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
れ

一
国
会
を
通
過
し
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

勤
務
状
態
に
つ
い
て
批
判
し
て
い
る
人
が
お
一
答
こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
で
は
、

今
後
、
一
な
方
法
で
実
施
す
る
か
が
、
大
き
な
問
題
で

一
に
か
わ
り
ま
し
て
、
道
路
事
情
を
よ
く
し
、
一
よ
り
県
が
公
害
対
策
本
部
を
設
置
い
た
し
ま

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
私
は
こ
こ
一
最
も
重
点
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
一
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

基
本
的
な
集
水

一
冬
季
開
の
除
雪
を
完
全
に
す
る
こ
と
を
基
本

一
し
た
。
関
係
市
町
村
と
打
ち
合
せ
を
し
て
、

で
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
を
活
用
し
て
、
そ
の
一
題
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
大
野
市
の
市
道
総
一
計
画
は
、
真
名
川
の
沿
岸
か
ら
さ
く
井
を
い

一
と
し
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

一

県
の
条
例
を
制
定
す
る
段
階
ま
で
き
て
お
り

勤
務
状
況
を
市
民
の
方
々
に
知
ら
せ
る
必
要
一
延
長
三
百
四
十

一
キ

ロ

メ

ー

ト

ル

の

う

ち

、

一

た

し

ま

き

で

集

水

し

た

い

と

原

則

的

に

考

え

一

一

ま

す

が

、

現

在

は

暗

中

模

索

の

状

態

で

あ

り

が
絶
対
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市
長
は
、
こ
一
舗
装
率
は
八
・

二
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い
数
字
一
で
お
り
ま
す
。
川
水
が
浸
透
い
た
し
ま
し
た
一
+
・
・
公
害
対
策
に
つ
い
て

一
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
予
算
の
中
に
は
、
調

の
タ
イ
ム

レ
コ
ー
ダ
ー
を
採
用
す
る
意
志
が

一
を
示
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
土
地
基
盤
整
一
豊
富
な
水
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一

問

公
害
対
策
費
と
し
て
、
今
回
一

百
三
十

一
査
費
程
度
の
予
算
だ
け
し
か
計
上
で
き
な
い

あ
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

一
僚
の
実
施
を
機
会
に
、
抜
本
的
な
道
路
計
画
一
の
で
、
こ
の
た
め
に
は
真
名
川
の
絶
対
水
量

一
六
万
二
千
円
の
予
算
計
上
が
な
さ
れ
て
お
り
、
一
訳
で
あ
り
ま
す
。
今
後
具
体
的
な
方
法
が
わ

答
私
は
、
市
の
職
員
は
市
民
の
サ
ー
ビ
ス
一
案
を
こ
の
中
に
と
り
入
れ
ま
し
て
、

実
施
し
一

を
確
保
す
る
こ
と
を
当
面
の
課
題
に
し
て
い
一
表
面
上
は
若
干
前
進
し
た
感
が
し
ま
す
が
、
一
か
り
ま
し
た
な
ら
ば
、
積
極
的
に
と
り
組
み

を
す
る
た
め
に
雇
っ

て
い
る
と
い
う
考
え
方
一
て
ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

一
ま
す
。
さ
ら
に
ダ
ム
建
設
に
よ
る
新
し
い
水
一
人
件
費
を
差
し
引
き
ま
す
と
何
も
で
き
な
い
一
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
次
の
協
議
会
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
為
に
は
職
員
の
生
活
を
一
り
ま
す
。
特
に
具
体
的
な
例
と
い
た
し
ま
し
一
を
大
野
市
が
自
由
に
使
え
る
よ
う
な
措
置
を

一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
後
の
対
策
を
市
当

一
件
で
す
が
、
審
議
会
を
条
例
で
設
置
し
た
場

安
定
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
で
お
一
て
は
、
市
街
地
を
囲
む
営
農
団
地
農
道
を
全

一
と
っ
て
い
き
、
将
来
の
き
た
る
べ
き
上
水
道

一
局
は
軽
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
市

一
合
に
は
、
市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
す

り
ま
す
。
職
員
は
自
分
の
仕
事
以
外
の
こ
と
一
面
的
に
力
を
入
れ
て
、
造
っ
て
ま
い
り
た
い

一
建
設
に
備
え
て
い
き
た
い
と
考
え
で
い
ま
す
。
一
長
の
住
み
よ
い
豊
か
な
新
し
い
町
づ
く
り
と

一
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
協
議
会
は
任
意
的
な
考

に
お
い
て
も
市
の
行
政
の
基
本
的
な
方
向
は
一
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
大
野
市
の
道
路
は
、

一
今
後
早
い
機
会
に
上
水
道
の
基
本
的
な
問
題

一
関
連
し
て
答
弁
願
い
ま
す
。
又
、
今
の
公
害

一
え
方
で
あ
り
ま
す
が
、
両
者
で
話
し
合
い
の

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
村
部
か
ら
放
射
線
状
に
市
街
地
へ
き
て
お
り

↑
に
つ
き
ま
し
て
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
一
対
策
協
議
会
を
、
公
害
対
策
基
本
法
芳
三
十

一
場
を
持
ち、

結
論
を
出
し
て
い
た
だ
く
為
に

毎
月
一
回
市
職
員
全
員
に
話
し
を
し
、
課
長
一
ま
す
の
で
、
土
地
基
盤
整
備
は
た
だ
単
に
回
一
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
条
に
よ
る
公
害
対
策
審
議
会
に
移
行
し
、
前
一
設
置
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
直
ち
に
協
議
会

会
議
等
で
も
徹
底
さ
せ
て
い
る
訳
で
あ
り
ま
一
ん
ぼ
を
大
き
く
し
て
、
用
水
と
排
水
を
区
別
一

一
向
き
の
姿
勢
で
対
策
を
精
ず
る
ご
と
が
必
要
一
か
ら
審
議
会
に
移
行
し
な
い
で
、
推
移
を
見

す
。
又
、
戦
員
の
学
習
の
場
を
与
え
る
た
め
一
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
道
一

φ
・
-
統
合
(
陽
明
)
中
学
建
般
の
基
本
嶋
一
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
す
る
市
一
た
上
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

(二
面
よ
り

つ
づ
く
)

七
百
六
十
五
万
円

大報ふ一品議市5 第(3) 



(4) 

い
た
し
ま
し
た。

一
原
案
を
可
と
い
た
し
ま
し
た
。
請
願
三
件、

一

(

元
町
六
区
長

木
下
政
ほ
か
二
名
)

一
す
。

t
b
J
h
w
¥一
…川
、
.
以

nr'V儲
品
川

H
i……川

じ
ん
か
い
処
理
場
問
題
に
つ
い
て
一
陳
情

一
件
は
採
択
し
、
請
願
五
号
、
陳
情
五
一
マ
共
同
施
設
設
置
に

つ

い

て

一

そ

こ

で

一

つ

お

願

い

い

た

し

た

い

こ

と

は

、

泌
氏
以
来

ωおどお山川一山ハ山川山火山川口一日山川沿いい川いいド九日日いいいい
U
u
h
H

川
は
、
今
後
産
業
廃
棄
物
の
増
加
と
あ
一

号
、
六
号
、

八
号
、
九
号
の
五
件
は
調
査
、

…

(

大
野
ぼ
動
車
笠
備
協
同
組
合
理
事
長
…
長
と
言
わ
ず
議
員
と
言
わ
ず
新
ら
し
く
そ
の

三
月
定
例
会
の
各
委
員
会
の
状
況
は
次
の

一
わ
せ
考
え、

早
急
に
勝
山
市
と
の
広
域
行
政

一
検
討
の
要
が
あ
る
の
で
経
続
審
査
と

い

た

し

一

高

岡

重

夫

)

一

座
を
獲
得
さ
れ
た
方
守
は
市
民
の
代
理
で
あ

と
お
り
で
す
。

一

に

お

い

て

処

理

場

問

題

を

解

決

す

る

よ

う

要

一

ま

し

た

。

審

議

過

程

に

お

い

て

論

議

さ

れ

た

一
一
〉
大
野
弓
道
場
の
市
営
に
つ
い
て

一
り
代
弁
者
で
あ
る
こ
と
を
常
に
忘
れ
ず
市
民

一
請
い
た
し
ま
し
た
。

一
点
は
、
市
道
新
設
改
良
工
事
の
漬
地
補
償
に

一

(大
野
市
体
育
協
会
会
長
林
透
也
ほ
一
の
声
な
き
声
を
も
市
政
に
反
映
せ
し
め
、
ぃ

&
総
務
委
員
会

一
つ
い
て
今
後
時
価
に
即
し
た
補
償
を
す
べ
き

一

か

一

名

)

一

か

な

る
場
合
で
も
市
民
の
安
全
福
祉
を
優
先

今
回
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
十
五
件
は
一
企
建
設
委
員
会

一
で
あ
る
と
強
く
理
事
者
に
要
望
い
た
し
ま
し
一
一
〉
財
政
援
助
に

つ
い
て

一
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ん
こ
と

い
ず
れ
も
原
案
を
可
と
い
た
し
ま
し
た
。
次
…
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
九
件
は

い
ず
れ
も

一
た
。

…

(

大

野
市
農
業
協
同
組
合
仮
理
事
代
表

一
を

原
7
も
の
で
す
り
ま
す
。

に
請
願
八
号
、
大
野
市
農
協
へ
の
財
政
援
助
一

谷

口

宇

内

)

一

さ

で

三
月
定
例
議
会
は
新
年
度
の
予
算
審

に
勺
い
て
は
、
採
択
と

い
た
し
ま
し
た
が
、

一

議

会

の

動

き

…

士

瓦

市

議

会

定
例
会
(
第

一
日
)

…

|

継

続

審

査

分

|

一

識

で
あ
り
、
ま
た
改
選
後
始
め
て
の
定
例
議

農
協
の
赤
字
解
消
を
直
接
財
源
を
も

っ
て
補

一

-

一

一

十

五

日

本

会

議

(

第

二

日

)

一

マ
市
道
舗
装
願
い

一
会
で
あ
り
ま
し
た
た
め
、

各
委
員
会
と
も
連

填
す
る
と
い
う
安
易
な
意
味
で
な
く
、
真
に

一
-一

月

一

十

六

日

本

会

議

(

第

三

一

日

)

一

(高
砂
町
一
区
桑
野
伊

一
ほ
か
十
三
一
日
非
常
に
真
剣
に
審
議
さ
れ
真
に
市
民
の
代

犬

肝

市

農

協

が

農

民

の

福

祉

に

貢

献

し

、

農

二

一

十
同
日
福
井
県
市
議
会
議
長
会
醇
時

一

十

七

日

産

業

経

済

常

任

委

員

会

一

名

)

一
弁
者
振
り
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

政
の
向
上
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
援
助
す
る
一

一

-M
泌
総
幾
際
監

E
E
E
R
-
-藤
毅
ゑ
滋
同

会
(
福
井
市
)

一

教
育
民
竺
常
任
委

員

会

一

マ

市

道

舗

装

願

い

一

弘
畿
銀
灘
濁
酒
圃
冨
廼
闘

機

一

と
い
う
も
の
で
、
役
員
・
組
合
員
・
職
員
は
一
十
九
日
市
議
会
臨
時
会

一
十
八
日

産
業
経
済
常
任
委
員

会

…

(
下
麻
生
島
区
長
米
村
順
太
ほ
か
八

一

一一

U
V刊行
機
:
f削
側
勝
民

一
丸
と
な

っ
て

再

建

に

努

力

さ

れ

る

よ

う

念

一

一

一シ
…一一
一

二
一
丸

脈
問

屋

遡

，
一

二

月

一

教

育

民

宅

常

任

委

員

会

一

名

)

γ
i

〓
函
圏
雲
鰍
劉

願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

0
2、
消
防
職

一

k

…

yμ
rliJ

WU
泌総
甥
調
罰
懇

景

員
の
勤
務
内
容
か
ら
、
消
防
職
員
の
旨
員

一
五
日
福
井
県
市
議
会
議
長
会
定
期
総

一

十
九
日
総
務
常
任
委
員
会

一

マ
保
留
地
処
分
に

つ
い
て

…

韮

畿

隣

勝

J
¥
鮒

t

と

一

会

(
敦
賀
市
)

…

建
設
常
任
委
員
会

…

(糸
魚

町

福

野

陸
夫
)

…

j
J磁
嬢
繁
華

待
遇
改
善
、
区
長
手
当
の
理
問
、
市
民
会
下

一

一
日
MV
J
J
V

一心
付
圏
闘
機
二
十
明

会

一
土
ハ
日
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
会

一

二
十
日
総
務
常
任
委
員
会

一
マ
白
舗
改
造
費
補
助
願
い

一
一
一
一
心
配一一一…
一一
一
野
地
圃
閣
議
総

ぷ

間

の
運
常
を
合
理
的
に
す
る
た
め
職
員

の

定

数

一

(

東

京

都

)

一

建

設

常

任

委

員

会

…

(

糸

魚

町
福
野
陸
夫
)

二

ぶ

長

幽

照

射

撃

欝

闘

減
と
か
委
託
す
る
方
法
、
税
の
完
全
徴
月

一

一

-

一

佐
多
主
縁
遠
週
間
耐
組
二
ザ
ペ
灘

例

4

一
二
十
七
日
市
議
会
臨
時
会

一

教

育

民

生

常

任

委

員

会

一

マ

失

業

対
策
事
業
に
つ
い
て

一

ぷ

じ

機

脳
極
細
議

畿

公
害
対
策
協
議
会
を
審
議
会
こ
支
め
て
司

一

-

-

一
番
汽
一一
誠
一一一写
機
織
悩
婚
観
闘
機
ン
W
齢
麟

d
刃

1
1

丸

一

三

月

…

一一
士
一
日
財
政
対
策
特
別
委

員

会

…

(全
日
本
自
由
労
働
組
合
福
井
県
支
部

一

軒

じ

麟

脳

監

際

磁
瞬

解
決
に
努
力
さ
れ
る
よ
う
そ
れ
そ
れ
要

警

毒

菌

歯

医

福

岡

3

》

昔

:

一

六

日

財

政

対
策
特
別
委
員
会

一

真
名
川
ダ
ム
対
策

特

別

委

員

会

一

大

野

分

会

)

一

1
一議

週

週

週

明

翠

題

た
し
ま
し
た
c

一

一

:

山一
一川懇
綴
線
灘
醤
繊
瀦
鐙
閑
臨
機
臨
・
田
園

十

一

日

議

会
運
営
委
員
会

-

本

会

議

(

第

四

日

)

…

マ

市

道

舗

装

願

い

一

一

三

一物議
機
織
麟
湖
島
隣
組
園
開

企

産

業

経

済

委

員

会

一

l
i
l
i
l
i
-
-
i
i
I
l
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
'
一

(中
津
川
医
長
中
村
太
作
ほ
か
十

一一

:¥
一Y
~千
三
機
醤
匝
唱
温

a

・帽

付

託

を

受

け

ま

し

た

議

案

四

件

は

理

事

者

一

や

令

や

令

令

今

令

一

(

阪

谷

小

学
校
舎
改
築
促

進

協

議

会

代

一

名

)

一

こ
れ
か
ら
ま
だ
六
月
・
九
月
・
十
二
月
、

の

説

明

を

了

と

し

原

案

を

可

と

い

た

し

ま

し

一

陳

情

・

請

願

…

表

桜

田

平

ム

口

ほ

か

十

名

)

一

l
i
l
i
-
-
i

一
更
に
年
度
内
に
は
来
年
の
三
月
と
そ
れ
ぞ
れ

た
o

請

願

二

件

陳

情

一

件

は

採

択

い

た

し

…

;

;

;

令

一
マ
児
童
会
館
開
設
に

つ

い

て

…

広

μμ
色

…
定
例
会
が
あ
り
ま
す
が
そ
の
都
度
市
民
の

ま
し
た
。
た
だ
特
に
要
望
し
た
点
を
申
し
ま
一
三
月
定
例
会
に
出
さ
れ
た
陳
情
、
請
願
の

一

(

庄

林

区

長

竹

根

主

計

ほ

か

六

名

)

一

一

要

請

を

入

れ

た

補

正

が

な

さ

れ

る

こ

と

と

回

心

す
と
、
市
単
独
事
業
で
行
な
う
農
遂
の
工
事
一

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す。

一一
〉
商
工
会
議
所
へ
助
成
金、

事
業
委
託
費
増
一

本
年
は
選
挙
の
年
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
一
い
ま
す
。

費
補
助
家
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
こ
一
採
択
さ
れ
た
も
の

一

・

額

願

い

一

が
、
わ
が
大
肝
市
に
お
き
ま
し
で
は
昨
年
八

一

そ
こ
で
市
民
の
方
々
は
直
接
あ
る
い
は
代

の
事
業
に
対
す
る
補
助
率
が
低
い
た
め
着
工

一
マ
舗
装
願
い

一

(
大
野
商
工
会
議
所
会
頭
松
田
確
太
一
月
に
市
長
が
再
選
さ
れ
、
こ
の
二
月
に
は
市

一
弁
者
で
あ
る
議
員
を
通
じ
で
陳
情
請
願
を
提

で

き

な

い

の

が

実

情

で

あ

り

ま

す

の

で

、

補

一

(

木

本

荒

子

町

石

川

栄

ほ

か

二

十

七

一

郎

)

一

会

議

員

二

十

六

名

が

、

更

に

四

月

に

は

知

事

一
出
さ
れ
、
住
み
よ
い
明
る
い
豊
か
な
市
づ
く

助

率

の

向

上

を

要

請

し

ま

し

た

。

一

名

)

一

一

〉

市

道

舗

装

願

い

一

・

県

会

議

員

が

共

に

選

ば

れ

ま

し

た

。

一
り
に
参
画
さ
れ
ん
こ
と
を
望
み
ま
す
。

一行
V

濁
水
対
策
に

つ
い
て

一

(

友

江
区
長
佐
々
木
一
夫
ほ
か
六
名
)一
大
野
市
に
と
り
ま
し
て
は
こ
れ
で
県
会
も

一

市
の
財
政
事
情
も
好
転
し
つ

つ
あ
る
ま
す
。

企
教
青
民
生
委
員
会

(
上
庄
地
灰
真
名
川
ダ
ム
対
策
委
員
会

一
マ

市

道

舗

装

願

い

…

含
め
て
地
方
議
会
の
組
織
が
成
な
し
、
こ
れ
か
一
市
民
各
位
の
声
を
市
政
に
反
映
せ
し
め
る
こ

付
託
案
件
十
三
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
ど

一

会

長

橋

本

祝

男

)

一

(
金
山
区
長
桜
田
平
治
ほ
か
十
五
名
)一
ら
四
年
間
犬
肝
市
の
行
政
が
こ
れ
ら
新
ら
し

一
と
こ
そ
長
や
議
員
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。
各

お
り
可
決
、
請
願
一
件
、
陳
情
二
件
は
採
択
一
マ
校
舎
改
築
に

つ
い
て

一
マ

市

道

舗

装

願

い

一

い

選

良

に

よ

っ

て

運

常

さ

れ

る

訳

で

あ

り

ま

一

位

の

声

を

お

よ

せ

く

だ

さ

い

。

口巧5 第野大報A

一
A議市1 昭和 46.5. 


